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共感性とストレス反応の関連 
－対人ストレッサーに注目して－ 

 
Relationship between empathy and stress responses 

– Focusing on interpersonal stressors – 
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 Miki SEKIYA 

  

  

要  約 本研究では共感性とストレス反応の関連及び対人ストレッサーを介した際の影響について検討す
ることを目的とした。 
大学生を対象に質問紙を配布した結果，3 尺度全てに正の相関が確認された。さらにストレス反応を基準

変数，共感性と対人ストレッサーを説明変数として重回帰分析を行ったところ，どちらも有意な正の係数を
示した。また対人ストレッサーを基準変数，共感性を説明変数として単回帰分析を行ったところ，有意な正
の係数を示した。最後に，共感性からストレス反応への直接効果と対人ストレッサーを介した際の間接効果
を測定するため，共分散構造分析を行ったところ全てのパス係数が有意となった。よって共感性の高さがス
トレス反応と対人ストレッサーに影響を与えるほか，対人ストレッサーを介してストレス反応に影響を与え
ることが明らかとなった。 

キーワード：共感性，ストレス反応，対人ストレッサー 
 
Abstract The purpose of this study was to investigate the relationship between empathy and stress responses 
and the effects of interpersonal stressors. A questionnaire was distributed to university students, and all three scales 
were correlated. Multiple regression analysis was performed using stress responses as a criterion variable and 
empathy and interpersonal stressors as explanatory variables. Results revealed significant positive coefficients for 
both variables. A single regression analysis was performed using interpersonal stressors as criterion variables and 
empathy as an explanatory variable. Results revealed a significant positive coefficient. Covariance structure analysis 
was performed to measure the direct effect of empathy on stress responses and the indirect effect of interpersonal 
stressors. All path coefficients were significant. Therefore, results revealed that empathy affects stress responses 
and interpersonal stressors and that it also affects stress responses via interpersonal stressors. 

Key words：Empathy, Stress responses, Interpersonal stressors 
  
  

1 問題 

1-1 共感性 
Davis（1980）によると，共感性とは他者の感情を

共有したり理解したりするといった特性であり，認

知的側面と情動的側面の 2 つに大きく分けられる。
認知的側面とは，「他者の立場に立ち物事を見ること
で他者の心情を感じ取る，理解する」といった能力
を強調する側面であり（Dymond, 1948），情動的側面
とは「他者が情動的状態を経験しているか，または
経験しようとしている知覚したために，観察者にも
生じる情動的反応」といった能力を強調する側面で
あると定義されている (Stotland, 1969)。後者は
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Mehrabian and Epstein（1972）によって「情動的共感
性尺度」が作成されており，日本語版は加藤・高木
（1980）により作成されている。 
情動的共感性，認知的共感性それぞれに様々な因
子との関連性が検討されている中，近年は多次元的
視点から共感性を捉えた研究が盛んに行われている。
例えば，Davis（1980）により作成された対人反応性
指標（lnterpersonal Reactivity lndex：以下 IRIとする）
は，他者の感情状態の共有や同情といった情動的側
面と他者の心的状態の推測といった認知的側面から
構成されており，共感性を単一の概念ではなく複合
的に測定することが可能である。IRIは全 28 項目で
構成されており，「共感的関心（Empathic Concern：
以下 ECとする）」，「視点取得（Perspective Taking：
以下 PTとする）」，「個人的苦痛（Personal Distress：
以下 PDとする）」，「想像性（Fantasy Scale：以下 FS
とする）」の 4 つの因子から共感性を測定する。EC
は情動的共感性における「不運な他者に対して同情
や配慮などの他者指向的感情が喚起されること」で
あり，PTは認知的共感性における「他者の視点，立
場を想像しその他者の気持ちを考えること」である。
また PD は情動的共感性における「緊張した対人的
状況下で他者の苦痛を観察することにより不安や動
揺，恐怖などが自己に生起されること」であり，FS 
は認知的共感性における「本や映画といったフィク
ションの登場人物の気持ちを自分に置きかえ，自分
が他者になったかのように想像すること」である。
以上のように EC と PD が情動的共感性の側面を示
し，PT と FS が認知的共感性の側面を示している
（Davis, 1980）。 
また，日本語版対人反応性指標が日道・小山内・
後藤・藤田・河村・Davis・野村ら（2017）によって
作成されており，特性不安や攻撃性，自尊感情との
関連が検証されている。例えば，Spielberger, Gorsuch 
& Lushene（1970）が開発した状態-特性不安検査（日
本語版：清水・今栄, 1981）によって不安傾向を状態・
特性の面から測定したところ他者の苦痛が自己に生
起される PD と有意な正の相関が示されており，ま
た，Buss & Perry（1992）が開発した他者への攻撃性
を多面的に測定する攻撃性質問紙（日本語版：安藤
他,1999）では他者への同情や配慮を示す ECと負の
相関が示されている。さらに Rosenberg（1965）が開
発した自尊感情の程度を測定する自尊感情尺度（日
本語版：Mimura& Griffiths, 2007）では，他者の立場

から物事を考える PT と正の相関を示している。こ
れは，PTの高さから良好な社会的関係を築きやすい
ために自尊感情が高められている可能性を Davis
（1983）が提唱している。 
このような多次元的共感性において，下田・黒山・
吉村（2011）はストレス反応との関連性を検討して
おり，周囲からの影響の受けやすさを表す被影響性
や，悩んでいる他者のためを思う他者志向的反応と
いった共感性が高いほど抑うつ・不安などのストレ
ス反応も高くなることを指摘している。以上のこと
から，多次元的共感性は情動的共感性と認知的共感
性の二側面を同時に測定することが可能であり，ポ
ジティブな影響力を持つと同時に精神的健康に対し
ネガティブな影響を及ぼすことも明らかになってい
ると言えよう。また下田・黒山ら（2011）は，スト
レス反応が高くなる要因の一つとして，共感性にお
ける周囲からの影響の受けやすさがストレッサーを
通常より高く評価することと関連している可能性が
あるためと推測しているが，共感性とストレッサー
の関係はほとんど明らかにされていない。 
 
1-2 対人ストレス 
橋本（2003）は対人関係が精神的健康に対し，ソ
ーシャル・サポートなどによるポジティブな影響を
及ぼす一方で，抑うつや不安，孤独感といったネガ
ティブな影響を及ぼしている側面が大きいことを述
べ，こうしたネガティブな対人関係の概念を「対人
ストレス（interpersonal stress）」と定義している。
橋本（2005）はこの対人ストレスを，広義的には「対
人関係に起因するストレス」であり実質的には「ス
トレッサーとなりうる対人的相互作用，およびそれ
によって生じるストレス」と述べており，また，位
置づけとしてはソーシャル・サポートを「心身の健
康に好影響を及ぼす対人関係の包括的概念」と定義
付けた際の対概念とみなしている。 
上記の定義を踏まえ，橋本（2005）は多くの人が

日常的に経験しうる様々な対人ストレスの包括的な
測定を目的として，対人ストレッサー尺度を開発し
た。この尺度では，測定対象となる対人関係の適用
範囲を特定の二者関係からネットワーク全般まで幅
広く捉えることに留意し，現代における多様な対人
関係を想定したストレッサー項目で構成されている。
また対人ストレッサーを明確に表現するために，ス
トレス反応やストレスコーピングなどの観点から言
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及される項目は避け，ストレッサーの受け手の感情
やストレス状態の記述を極力含まない項目を目指し
たと述べられている。さらに橋本（2005）は，スト
レッサーとなりうる対人的相互作用には自身が行為
の主体となるような「～してしまった」という場合
と，自身が行為の受け手となる「～された」という
場合の両側面が含まれると考え，双方を偏りなく項
目に加える点にも留意している。 
以上の点に注意し対人ストレッサー尺度が作成
され，下位尺度として「対人葛藤（ interpersonal 
conflict）」，「対人摩耗（interpersonal friction）」，「対
人過失（interpersonal blunder）」の 3因子が抽出，命
名された。「対人葛藤」因子は他者からのネガティブ
な態度や行動に関する項目群が高い負荷を示したと
され，主に自身が行為の受け手となる項目で構成さ
れている。「対人過失」因子は，自身に非があって相
手に迷惑や不快な思いをさせてしまうような項目群
が高い負荷を示したとされ，主に自身が行為の主体
となる項目で構成されている。そして「対人摩耗」
因子には，自身がネガティブな心情や態度を明確に
表出したり，されたりはしていないが，円滑な対人
関係を維持するためにあえて意に添わない行動をし
たり，相手に対する期待はずれを黙認するような項
目群が高い負荷を示したとされる。そして橋本
（2005）は，特定の対人関係として男性同性知人，
女性同性知人，異性友人，恋人，母親，バイト先の
苦手な知人，学内の苦手な知人をそれぞれ想定した
うえで対人ストレッサーとストレス反応との相関を
検討している。用いられたストレス反応尺度は鈴木・
片柳・嶋田・右馬埜・三浦・坂野（1997）による Stress 
Response Scale-18（以下 SRS-18とする）であり，「抑
うつ・不安」「不機嫌・怒り」「無気力」の 3因子か
らなる。対人葛藤は，学内の苦手な知人においてす
べてのストレス反応指標と有意な正の相関を示して
おり，対人過失においては，女性同性知人と異性友
人においてのみ，「抑うつ・不安」および「無気力」
と有意な正の相関を示した。そして対人摩耗につい
ては，女性同性知人，異性友人，そして学内苦手知
人で「無気力」と有意な正の相関を示し，学内苦手
知人ではさらに「抑うつ・不安」とも有意な正の相
関を示した。これらの結果から，対人ストレッサー
が高まるほどストレス反応が高まることが示唆され
ているといえよう。 
 

1-3 ストレス反応 
鈴木・片柳ら（1997）は，心理的ストレス反応を
「日常体験するさまざまなストレッサーによって引
き起こされる情動的，認知的，行動的変化」である
と定義し，SRS-18を作成した。ストレス反応を測定
する尺度には，例えば抑うつ症状の程度を判定する
ためのベック抑うつ質問票（BDI）や，Spill Burger
によって不安を測定するために作成された状態-特
性不安検査（STAI）などが存在し，また一側面では
なく包括的，多角的にストレス反応を測定する尺度
として Goldburg による GHQ や Derogatis による
HSCLなどが作成されている。これらを踏まえ SRS-
18は，個人が日常的に経験する心理的ストレス反応
を一側面からではなく多方面から評価し，かつ回答
者の負担にならない項目数と幅広い年齢層が測定対
象となることを目的として開発されている。なお，
因子分析の結果は先述のとおり 3因子に分かれてお
り，「泣きたい気持ちだ」「気持ちが沈んでいる」な
どの抑うつ・不安因子，「いらいらする」などの不機
嫌・怒り因子，そして「話や行動がまとまらない」
「何かに集中できない」などの無気力因子から構成
される。 
 また，豊田・照田（2013）は SRS-18を用いてスト
レス反応とストレッサーの関連を検討しており，前
述のとおり対人ストレッサーとストレス反応には相
関があることを明らかにしている。 

2 目的 

 以上の点を踏まえ，本研究では共感性，対人スト
レッサー，ストレス反応の関連を検討する。共感性
とストレス反応に正の相関が見られ，対人ストレッ
サーとストレス反応にも正の相関があることが明ら
かにされている一方，共感性と対人ストレッサーの
関連はほとんど検討されていない。しかし，共感性
がストレス反応に影響を及ぼしている場合，対人ス
トレッサーを介している可能性が考えられる。した
がって，共感性とストレス反応の関連性及び対人ス
トレッサーを介した際の影響について検討すること
を目的とし，以下の仮説を立てた。 
 
仮説 1：共感性が高いほどストレス反応は高くなる 
日道・小山内ら（2017）や下田・黒山ら（2011）

の研究により，共感性と抑うつ・不安などのストレ
ス反応には正の相関があることが示されている。本
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研究でも，他者の苦痛が自己に生起したり，自分が
他者になったかのように想像するといった共感性の
特徴によって精神的健康に影響が生じると予測する。
特に日本語版対人反応性指標における EC・PDは他
者のネガティブな感情が自己に喚起されてしまう因
子のため，ストレス反応が高くなると考えられる。
そのため，共感性の高さとストレス反応には正の相
関があると考え，本仮説を検証する。 

 
仮説 2：対人ストレッサーが高いほどストレス反応

は高くなる 
 橋本（2005），豊田・照田（2013）の研究の通り，
対人ストレッサーとストレス反応には正の相関が確
認されている。本研究でも，対人ストレッサー尺度
のうち，他者からのネガティブな態度や行動を受け
る対人葛藤や円滑な人間関係のために自身の主張を
抑えるといった対人摩擦が心労となり，ストレス反
応に影響を及ぼしていると仮定する。また，他者に
迷惑をかけてしまうといった対人過失は自身を責め
たり追い詰めたりするようなネガティブな感情と結
びつく可能性があり，抑うつや無気力といったスト
レス反応に影響すると仮定し，対人ストレッサーと
ストレス反応には正の相関が見られると予測する。 
 
仮説 3：共感性が高いほど対人ストレッサーの対人

摩擦は高まり，対人葛藤は低くなる 
 日本語版対人反応性指標のうち，PTや FSは他者
の気持ちや立場を想像する因子であるため，対人関
係において相手の気持ちや場の空気を察することで
自己主張を避けたり気を遣ったりする可能性がある。
また，EC も同様に他者を気にかけたり気遣ったり
といった項目で構成されている。つまり，上記の共
感性が対人ストレッサーの対人摩擦因子と正の相関
を示すと予測する。ただしこれらの要因に加えて，
日道・小山内ら（2013）や加藤・高木（1980）の研
究により反抗・内的混乱因子や攻撃性と負の相関が
示されていること，Davis（1983）が共感性の高さが
良好な社会的関係を築きやすさに繋がることを提唱
していることなどから，直接的な対人関係のトラブ
ルは起きにくいと考えられる。よって，対人ストレ
ッサー尺度のうち他者からネガティブな行為を受け
る対人葛藤因子は高くならないと推測し，本仮説を
検証する。 
 

仮説 4：共感性は対人ストレッサーを媒介してスト
レス反応に影響を与える 

 仮説 1～3 に基づき，共感性が対人ストレッサー
にもストレス反応にも影響を及ぼし，また対人スト
レッサーがストレス反応に影響を及ぼしている場合，
共感性とストレス反応の関連には対人ストレッサー
が媒介要因として存在している可能性がある。その
ため，共感性からストレス反応への直接効果と対人
ストレッサーを媒介した際の間接効果が見られると
仮定し，仮説を検討する。 

3 方法 

 目的に沿って，大学生を対象に共感性とストレス
に関する質問紙調査を行った。以下に調査対象者，
調査手続き，質問紙の構成を説明する。 
 
3-1 調査対象者 
 日本女子大学の学生 1年～4年計 198名であった。
全回答者 198名のうち，明らかな虚偽回答を含むと
判断された回答者や，調査項目の 3分の 1以上に回
答していない回答者を除いた。最終的に，180 名が
有効回答者となった。 
 
3-2 調査手続き 
 個別自記入形式の質問紙調査で実施された。調査
時期は 2018年 10月 5日～10月 31日であった。授
業後に筆者によって集合調査形式で実施され，また
校内で在校生を通して個別配布個別回収形式で実施
された。回答依頼時に，文章と口頭で説明合意を得
ており，お菓子を謝礼として提示した。回答はいず
れも無記名で行われた。実施時間は約 5分程度であ
った。 
 
3-3 質問紙の構成 
1 共感性の測定 
 日本語版対人反応性指標（日道・小山内他，2017）
を使用した。Davis（1980）が開発した共感の特性を
複合的に測定する尺度である IRIを，日道ら（2017）
が再翻訳法によって日本語化したものである。「共感
的関心（EC）」，「視点取得（PT）」，「個人的苦痛（PD）」，
「想像性（FS）」の 4つの側面から測定しており，調
査会社（株式会社マクロミル）に登録している 20歳
から 59 歳のモニター416 名に同尺度を実施した結
果，信頼性係数は十分な値を示したことが確認され
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ている。ただし，日道・小山内ら（2017）によると
PT の α 係数は尺度内の他の項目と相関関係の低か
った 2 項目を除外した際に十分な値（α=.75）を示
しており，これら 2項目を含めなくとも確証的因子
分析や相関分析の結果に大きな違いはなかったこと
が確認されている。よって，本研究でも PT の 2 項
目は除外したため質問項目は計 26 項目となった。
また，内容的妥当性，構成概念妥当性にも大きな問
題がないことが確認されている。それぞれについて
「全く当てはまらない」「やや当てはまらない」「ど
ちらともいえない」「やや当てはまる」「非常によく
当てはまる」の 5件法で回答する形式である。項目
内容は表 1に示す。 

2 対人ストレスの測定 
 対人ストレッサー尺度（橋本，2005）を使用した。
橋本（2005）により，先行研究における対人ストレ
ッサー尺度項目や対人ストレッサーとなりうる出来
事のリスト，また自由記述に基づき作成された，さ
まざまな対人関係において適用可能となる新たな対
人ストレッサー尺度である。「対人葛藤」「対人過失」
「対人摩擦」の下位尺度から成り，十分な信頼性，
妥当性を有している。計 18 項目の質問で構成され
ている。それぞれについて「全くなかった」「ほとん
どなかった」「ときどきあった」「しばしばあった」
の 4 件法で回答を求めた。項目内容は表 2 に示す。 

 
Table 1 Items on the IRI scale 

 
 

1. 自分の身に起こりそうなことについて、空想にふけることが多い
2. 自分より不運な人たちを心配し、気にかけることが多い
3. 他の人たちが困っているのを見て、気の毒に思わないことがある
4. 小説に登場する人物の気持ちに深く入り込んでしまう
5. 非常事態では、不安で落ち着かなくなる
6. 映画や劇を見るときはたいてい、引き込まれてしまうことはなく客観的である
7. 何かを決める前には、自分と意見が異なる立場のすべてに目を向けるようにしている
8. 誰かがいいように利用されているのを見ると、その人を守ってあげたいような気持になる
9. 激しく感情的になっている場面では、何をしたらいいか分からなくなることがある

10. 友達のことをよく知ろうとして、その人からどのように物事が見えているか想像する
11. よい本や映画にすっかり入り込んでしまうことはめったにない
12. 誰かが傷つけられるのを見たとき、落ち着いていられる方だ
13. 他の人が不運な目にあっているのはたいてい、それほど気にならない
14. 演劇や映画を見た後は、自分が登場人物のひとりになりきっている感じがする
15. 気持ちが張り詰めた状況にいると、恐ろしくなってしまう
16. 誰かが不公平な扱いをされているのを見たときに、そんなにかわいそうだと思わないことがある
17. 緊急事態には、たいていはうまく対処できる
18. 自分が見聞きした出来事に、心を強く動かされることが多い
19. すべての問題点には２つの立場があると思っており、その両者に目を向けるようにしている
20. 自分は思いやりの気持ちが強い人だと思う
21. よい映画を見るとき、自分を物語の中心人物に置き換えることが簡単にできる
22. 切迫した状態では、自分をコントロールできなくなる方だ
23. 誰かにいらいらしているときにはたいてい、しばらくその人の身になって考えるようにしている
24. 面白い物語や小説を読んでいると、その話の出来事がもし自分の身に起こったらどんな気持ちになるだろうと想
25. 差し迫った助けが必要な人を見ると、混乱してどうしたらいいかわからなくなる
26. 誰かを批判する前には、自分が批判される相手の立場だったらどう感じるか想像しようとする

 

  EC(2,8,18,20,3*,13*,16*)  PT(7,10,19,23,26)  PD(5,9,15,22,25,12*,17*)  FS(1,4,14,21,24,6*,11*)
*逆転項目
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Table 2 Items on the Interpersonal stressors scale 

 
 
3 ストレス反応の測定 
 Stress Response Scale-18（鈴木他，1997）を使用し
た。心理的ストレス反応を測定する尺度である。鈴
木ら（1997）は，大学生 72名を対象としてストレス
を感じた際に示す気分，感情，心理的変化に関する
自由記述調査を行い，心理的ストレス反応に関する
項目を収集した。さらに高校生，大学生，成人を対
象とした本調査を行い，計 18 項目の質問からなる
尺度が作成された。下位尺度は「抑うつ・不安」「不
機嫌・怒り」「無気力」であり，信頼性，妥当性とも
に十分な結果が示されている。それぞれについて「全
く違う」「いくらかそうだ」「まあそうだ」「その通り
だ」の 4件法で回答を求めた。項目内容は表 3に示
す。 

4 結果 

4-1 信頼性の検討 
 日本語版対人反応性指標，対人ストレッサー尺度，
SRS-18における各因子の信頼性を確認するため，ク
ロンバックのα係数を算出した。日本語版対人反応
性指標のうち，ECはα＝.84, PTはα＝.82, PDはα

＝.77, FS はα＝.86 となり，いずれも高い信頼性を
示した。また，対人ストレッサー尺度において，対
人葛藤はα＝.78,対人過失はα＝.71,対人摩擦はα
＝.75 となりいずれも高い信頼性を示した。SRS-18
では，抑うつ・不安はα＝.87,不機嫌・怒りはα＝.85,
無気力はα＝.83 となりいずれも高い信頼性を示し
た。 
 
4-2 共感性，対人ストレッサー，ストレス反応の関
連の検討 

 各尺度間の関連を検討するため，日本語版対人反
応性指標，対人ストレッサー尺，SRS-18の相関係数
を尺度ごと，因子ごとにそれぞれ算出したところ，
以下の結果が得られた。 
 まず，尺度ごとの相関では，日本語版対人反応性
指標と SRS-18では有意水準 1%で高い正の相関が示
され，対人ストレッサーと SRS-18でも有意水準 1%
で正の相関が認められた。また日本語版対人反応性
指標と対人ストレッサーでも有意水準 1%で正の相
関が認められた。続いて因子間では，日本語版対人
反応性指標と SRS-18では全ての因子と有意水準 1% 

1. あなたの落ち度を相手にきちんと謝罪・フォローできなかった
2. 相手に対して果たすべき責任を、あなたが十分に果たせなかった
3. あなたの意見を相手が真剣に聞こうとしなかった
4. あなたのミスで相手に迷惑や心配をかけた
5. 相手からけなされたり、軽蔑された
6. あなたのあからさまな本音や悪い部分が出ないよう気を使った
7. 相手にとって余計なお世話かもしれないことをしてしまった
8. 相手から、あなたと関わりたくなさそうな態度やふるまいをされた
9. 相手に過度に頼ってしまった

10. 相手が都合の良いようにあなたを利用した
11. その場を抑えるために、本心を抑えて相手を立てた
12. 相手に合わせるべきか、あなたの意見を主張すべきか迷った
13. 相手からあなたを信用していないような発言や態度をされた
14. 相手の仕事や勉強、余暇の邪魔をしてしまった
15. 相手の機嫌を損ねないように、会話や態度に気を使った
16. 本当は指摘したい相手の問題点や欠点に目をつむった
17. 相手の問題や欠点を注意・忠告したら逆に怒られた
18. 本当は伝えたいあなたの悩みやお願いを、あえて口にしなかった

 

対人葛藤(3,5,8,10,13,17)  対人過失(1,2,4,7,9,14)  対人摩耗(6,11,12,15,16,18）
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Table 3 Items on the SRS-18 

 
 

で有意な正の相関を示した。また，日本語版対人反
応性指標と対人ストレッサーでは，対人過失，対人
摩擦と有意水準 1%で有意な正の相関を示した。対
人葛藤とは，EC,PT,FSが有意水準 1%で負の相関を
示し，PDは有意水準 5%で負の相関を示した。そし
て，対人ストレッサー尺度と SRS-18 では，対人過
失，対人摩擦と抑うつ・不安，不機嫌・怒り，無気
力が有意水準 5%で正の相関を示した。対人葛藤と
は，SRS-18の全ての因子と有意な相関を示さなかっ
た。 
 
4-3 共感性と対人ストレッサーがストレス反応に及
ぼす影響の検討 

 ストレス反応に及ぼされている影響を検討するた
め，SRS-18を基準変数とし，日本語版対人反応性指
標と対人ストレッサー尺度を説明変数とする重回帰
分析を行った。解析は一括投入法によるものであり，
得られた結果を以下に示す。解析の結果から標準偏
回帰係数の有意性を見ると，日本語版対人反応性指

標と対人ストレッサー共に 0.1%水準で有意な正の
係数を示した。 
また，共感性が対人ストレッサーに及ぼす影響も
検討するために対人ストレッサー尺度を基準変数と
し，日本語版対人反応性指標を説明変数として単回
帰分析を行った。表 7に示す結果が得られた。標準
偏回帰係数の有意性をみると，0.1%水準で有意な正
の係数を示した。 
 
4-4 直接効果と間接効果の検討 
 共感性がストレス反応に影響を及ぼしている際に，
対人ストレッサーを媒介している可能性を検討する
ために，パス解析を行った。解析に用いた変数は対
人反応性指標，対人ストレッサー尺度，SRS-18であ
り，それぞれ変数名を共感性，対人，反応とした。
共感性と対人ストレッサーがストレス反応に影響を
与え，また共感性が対人ストレッサーに影響を与え
ていることに基づきパス図を作成し，共分散構造分
析によって得られた結果を以下に示す。 
 まず，CFI,GFIは共に 1.0を示し，十分な値である
ことが確認された。また，共感性から対人，共感性
から反応，対人から反応の全てのパスが 0.1%水準で
有意であった。尚，標準化推定値は共感性から対人
が.57，共感性から反応が.49，対人から反応が.4であ
った。共感性から反応への直接効果は.49であり，対
人を媒介した際の直接効果は.23であった。 

5 考察 

5-1 仮説 1 について 
日本語版対人反応性指標と SRS-18 の相関係数を

算出した結果，全ての因子と正の相関が見られ，共
感性が高いほどストレス反応が高くなることが示唆
された。特に，抑うつ・不安との相関は下田・黒山
ら（2005）の研究を支持する結果となり，特性不安
との相関を明らかにした日道・小山内ら（2017）の
研究もまた支持する結果となった。したがって，共
感性が高いほどストレス反応は高くなるという仮説
は支持された。この結果は，目的で述べたように他
者の立場や感情を想像したり自己に置き換えたりす
る共感性の特徴が，他者の苦痛やネガティブな感情
に関しても起こり得るため，ストレス反応と結びつ
いた結果と考えられる。 
 

1．怒りっぽくなる

2．悲しい気分だ

3．なんとなく心配だ

4．怒りを感じる

5．泣きたい気持ちだ

6．感情を抑えられない

7．悔しいおもいがする

8．不愉快だ

9．気持ちが沈んでいる

10．いらいらする

11．いろいろなことに自信がない

12．何もかもいやだと思う

13．よくないことを考える

14．話や行動がまとまらない

15．なぐさめてほしい

16．根気がない

17．1人でいたい気分だ

18．何かに集中できない

抑うつ・不安(2,3,5,9,12,15) 不機嫌・怒り(1,4,6,7,8,10)

無気力(11,13,14,16,17,18)
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5-2 仮説 2 について 
 対人ストレッサー尺度と SRS-18 の相関係数を算
出した結果，「対人葛藤」以外の因子と SRS-18にお
ける全ての因子が正の相関を示した。このことから，
対人ストレッサーの「対人摩擦」「対人過失」が高い
ほどストレス反応も高くなることが示唆された。よ
って，対人葛藤が高いほどストレス反応が高くなる
という部分を除き，対人ストレッサーが高いほどス
トレス反応は高くなるという仮説が一部支持される
結果となった。 
 この結果は，橋本（2005）や豊田・照田（2013）
によって明らかにされている通り，対人ストレッサ
ーとストレス反応の関連性を示すものであるが，「対
人葛藤」との関連性が見られなかったことに関して
以下の様に考察する。橋本（2005）の研究において，
「対人葛藤」とストレス反応は指定した特定の対人
関係のうち，学内の苦手な知人の場合のみ正の相関
を示していた。本研究では対人ストレッサーに特定
の関係性を指定しなかったため，回答者によって，
また回答する項目によって想定される人物が様々で
あったと考えられる。つまり，学内の苦手な知人以
外の人物を想定して「対人葛藤」に回答した場合，
ストレス反応とは相関が示されない可能性がある。
したがって橋本（2005）の研究とは異なる結果が示
されたと考察する。 
 
5-3 仮説 3 について 
 日本語版対人反応性指標と対人ストレッサー尺度
の相関係数を算出した結果，「対人摩擦」「対人過失」
は全ての因子と正の相関を示し，「対人葛藤」は負の
相関を示した。このことから，共感性が高いほど対
人ストレッサーの対人摩擦は高まり，対人葛藤は低
くなるという仮説は支持された。 
この結果から，目的で述べたように他者の気持ちや
立場を想像したり思いやったりといったポジティブ
な共感性の特徴が，対人関係においては過剰に相手
の気持ちを気にしたり場の空気を察して気を配るこ
とに繋がり，言いたいことを我慢したり相手の落ち
度に目を瞑ったりといった「対人摩擦」に結びつい
ている可能性が考察される。また，「対人葛藤」と負
の相関を示したことについても，目的で述べた通り
上記の共感性の特徴が良好な社会的関係の築きやす
さに繋がり，直接的に態度や行動でネガティブな行
為を示されることは少ないためと考えられる。さら

に「対人過失」と正の相関を示したことについては，
先述した過剰に気を配ったり他者の気持ちを気にし
たりといった傾向が自身の過失に関しても高く評定
することに繋がる可能性や，PDにおける「非常事態
では不安で落ち着かなくなる」「切迫した状況では自
分をコントロールできなくなる」といった項目が過
失に繋がっている可能性が考察された。 

 
5-4 仮説 4 について  
 重回帰分析と単回帰分析の結果，ストレス反応の
高い者は共感性，対人ストレッサーが高く，また対
人ストレッサーが高い者は共感性が高いことが示唆
された。さらに共分散構造分析によって，共感性か
らストレス反応，対人ストレッサーからストレス反
応，そして共感性から対人ストレッサーへのパスが
有意となり，共感性からストレス反応への直接効果
と対人ストレッサーを媒介した際の間接効果が示唆
された。またパス係数により，間接効果より直接効
果の方が大きいことが明らかとなった。したがって，
共感性は対人ストレッサーを媒介してストレス反応
に影響を与えるという仮説は支持されたが，対人ス
トレッサーを媒介しない効果の方が大きいという結
果になった。これは，正の相関が認められた 3尺度
の中でも共感性とストレス反応が特に高い相関を示
していたことが関係していると推測される。 
 
5-5 結論 
 本研究での目的は，「共感性がストレス反応に影響
を及ぼしている場合，対人ストレッサーを媒介して
いる可能性がある」という仮説を検証することであ
った。本研究では，日道・小山内ら（2017），下田・
黒山ら（2011）の研究で確認されていた様に共感性
とストレス反応には正の相関があり，橋本（2005）
や豊田・照田（2013）が明らかにした通り対人スト
レッサーとストレス反応にも正の相関があることが
確認された。そして，共感性と対人ストレッサーに
正の相関が認められ，間接効果の影響が確認された。
但し，直接効果の影響がより大きく，対人ストレッ
サーにおける一部の因子は正の相関を示さなかった。 
したがって，全体的に見れば，共感性がストレス
反応に影響を及ぼす際には対人ストレッサーを媒介
している場合としていない場合があると結論され，
仮説は支持されたと考えられる。 
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5-6 本研究の問題点と今後の課題 
 本研究における問題点は以下の通りである。 
 まず，対人ストレッサーにおける「対人葛藤」が
ストレス反応と相関を示さなかった点について，先
述した通り特定の対人関係を指定しなかったことが
影響している可能性がある。よって，橋本（2005）
が示すように特定の対人関係ごとに対人ストレッサ
ーを測定し，共感性，ストレス反応との関連性を検
討する必要がある。 
 また，本研究は女子大学生のみを対象としたデー
タに留まっており，男女差は比較することが出来な
かった。また，大学生になると高校までよりも多方
面にわたる出会い，繋がりが増えやすいと考え大学
生の対人ストレッサーを測定したが，社会人や中高
生で結果に違いがみられるか，また大学生のうち学
年によって差が見られるかなども検討する必要があ
る。したがって，今後はより多くのサンプルを用い
てデータを収集する必要性があろう。   

6 参考文献 

・Davis M. H (1980) A multidimensional approach to 
individual differences in empathy. Journal Supplement 
Abstract Service Catalog of Selected Documents in 
Psychology10-85 
・Feshbach, N (1969) Sex differences in children’s 

modeles of aggressive responses toward outsiders. 
Merill palmer Quarterly, 15 249:258 
・橋本（2003）対人ストレスの定義と種類：レビュ
ーと仮説生成的研究による再検討 人文論集 54(1), 
A21-A57 
・橋本（2005）対人ストレッサー尺度の開発 人文論
集 56(1): A45-A71 
・日道・小山内・後藤・藤田・河村・Davis・野村（2017）
心理学研究 88(1), 61-71 
・加藤・高木（1980）青年期における情動的共感性
の特質 筑波大学心理学研究(2) 33-42 
・Mehrabian, A＆Epstein, N (1972) A measure of 

emotionalempaty. Journalof Personality, 40, 525-543 
・大西・西田（2010）いじめの個人内生起メカニズ
ム－集団規範の影響に着目して－ 験社会心理学
研究 49(2), 111-121 
・下田芳幸 黒山 竜太 吉村 隆之（2011）共感性が
対人ストレスコーピングおよびストレス反応の
表出に及ぼす影響 富山大学人間発達科学部紀要
6(1), 171-180 
・StotIand, E (1969) Exp1oratory investigations of 

empathy Vo1.4．New York Academic Press. 271-314 
・鈴木・片柳・嶋田・右馬埜・三浦・坂野（1997）
新しい心理的ストレス反応尺度（SRS-18）の開発
と信頼性・妥当性の検討 行動医学研究 4(1), 22-29 

 
  



 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages false
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug true
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


